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～三年生 努力の先に 未来あり～
いよいよ２月になり今年度も残すところ２ヶ月です。３年生にとっては、いよいよ中学

校生活も締めくくりです。１０日には私立高校の入試があります。毎日が慌ただしく、緊

張感のある日々を過ごしていることと思います。大きな試練ですが、これまでのみなさん

の努力が報われることを願っています。最後の１日まで努力を続けることは勿論ですが、

その努力を支えるのが、「心の持ち方」です。「自分を信じること」「あきらめないこと（あ

きらめたらそこで終わり）」「共に頑張り支え合うこと（仲間との頑張りが自分をささえ

る）」そして最後は「元気（健康）」です。入試当日、体調悪く受験できなかった。でも、

残念ながら延期はありません。これが世の中の厳しさです。不安は皆同じです。持てる力

を存分に発揮して、自分の希望を叶えてください。応援しています。

災害への備え
「1.17阪神・淡路大震災２０年」「3.11東日本大震災４年」を迎えて

１月１４日に富松幼稚園の園児、先生方にもご参加いただき、合同で地震を想定した避

難訓練を行いました。訓練ということで、少し緊張感に欠ける面はありましたが、避難・

集合・点呼という流れは、全体として真剣に、そして迅速に行動することができました。

現実に大きな地震が発生したときは、訓練の落ち着きはないとは思いますが、そんな過酷

な状況の中でも「冷静に行動する」「そのときの状況の中で最善を尽くす」ことが自分の

「命」を守ることにつながります。

２学期は、火災を想定した避難訓練を行いましたが、基

本は同じです。

「お さ な い」 (押さない）
「は し ら な い」 （走らない）
「しゃ べ ら な い」 （喋らない）
「も ど ら な い」 （戻らない）

の「お」「は」「し」「も」です。

近い将来、太平洋沿岸に巨大地震（東海地震、東南海地震、南海地震）が起こり、大き

な津波がやってくると言われています。

基本は、①海岸から離れる（尼崎では、北の方向に避難する）

②より高いところに避難するです

ということです。

「災害は忘れたころにやってくる」という有名なことばがあります。ご家庭においても、

災害への備えをよろしくお願いいたします。

「1.17 阪神・淡路大震災」から２０年の節目を迎え、この年の生まれた人が今年「成人

の日」を迎えました。そして「3.11 東日本大震災」からまもなく４年が経とうとしていま

す。２０年もたたない間に２度の大きな災害に見舞われました。震災の経験と教訓を語り

継ぐことで防災への意識を高めて、災害への備えをしっかりとしていきたいものです。



教訓を伝える 備える 活かす

≪表 彰≫
本校生徒会保健委員会が、日頃の活動と研究の功績により、尼崎市教育委員会及び尼崎市

学校保健会より表彰状を頂きました。みなさんの日々の地道な取り組みに感謝です。ありがと

うございます。さらなる活躍を期待しています。

２月のおもな予定

4 日（水）１年 ブラッシング指導⑤ 19 日（木）公立推薦・特色選抜結果発表
10 日（火）１年 実力テスト、３年私学入試 21 日（土）卒業を送る会（教育総合ｾﾝﾀｰ）

入学説明会（尼北小） 25 日（水）期末テスト（英・社・技家２年）
11 日（水）建国記念日 26 日（木）期末テスト（数・保体）
12 日（木）入学説明会（塚口小） 27 日（金）期末テスト（国・理・音）
14 日（土）公立推薦・特色選抜 苦しい峠の向こうには

《放課後学習 ２,5,9,12,16, 楽なくだりが待っている
19,23,26》

阪神・淡路大震災から２０年が経（た）った
私たちは この震災を経験しなかった人たちにも

これからの災害に対して 私たちの教訓を活（い）かしてほしい
そのように願って 伝え続けてきた

でも 実際に経験しない限り 災害の教訓は他人事になっている
こんなにも 地球温暖化が進み 天変は増え

地球激動期が続き 地変を増え続ける
荒れる地球の到るところで 新たな災害が起こり始めている

東日本大震災の本格的な復興が ようやく始まった
しかし 災害の多発・激化は わが国全体をおおている

思わぬ季節に大雪が降って まちが孤立し
思わぬ地域に大雨が降り 川があふれ 山がすべる

眠り続けているはずの火山が噴火し 忘れかけていた活断層が地震をおこす
防災・減災の努力が積み重なっても さまざまな災害が襲ってくる

進行する高齢化や人口減少
そして 止まらない東京一極集中と地方衰退

地域防災力はまだまだ不足している
でも 国土の安全の取組は 減災社会につながる希望だ

災害による危害を小さくし しなやかに対応して 回復を早める
自助・共助・公助の組み合わせで実現できるはずだ

こんな時こそ 震災の教訓の出番だ
私たちの社会が 災害に負けず 持続的に発展するために

伝える 備える 活かす 阪神・淡路大震災の教訓を実践しよう
震災の教訓は 安全・安心な社会につながる知恵だから

２０１５年１月１７日
ひょうご安全の日推進県民会議

阪神・淡路大震災２０年を迎えて（お願い）
今年は阪神・淡路大震災から２０年の節目を迎えました。既に教育委員会から配布しております資料

「1.17 は忘れない～阪神・淡路大震災から２０年～」をもとに、「もし地震や津波が発生したら」という視

点で子どもたちと一緒に「備え」について、ぜひ話し合っていただきますようお願い申し上げます。


